








要約:遺伝子診断、出生前診断、生殖医療技術など先端医療技術の進歩・普及のスピードは

極めて早く、現場での適切な医療対応や倫理的配慮が追いつかず、これらの技術が患者・

家族に真の恩恵を与え、QOL の向上に役立っているとはいい難い現状である。遺伝医療で

は、主治医とは別に、常に患者サイドに立ち当事者の自主的な意志決定を支援する遺伝カ

ウンセラーの存在が必須である。わが国の遺伝カウンセラー制度のあり方を検討した。 


